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平成２４年度島根県企業局経営計画評価委員会議事録 

                      日 時  平成２４年１１月８日（木） 

                           １０：００～１２：００ 

                      場 所  島根県民会館 ３０５会議室 

 

委員長   それでは、平成２３年度公営企業会計決算の概要に入ります前に、今年評価

委員会で視察した三成ダムにおいて、７月に異常水位が発生したことについ

て、事務局から報告したいとのことですので、受けたいと思います。 

 

〔事務局説明〕 

 

委員長   ただいまの説明内容について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

委 員   ダムから流れ落ちたという河川の生態系に何らかの影響はないものですか。

通常より勢いがある水が流れると、後々の河川の生態系の生き物などに影響

は出ないものですか。 

企業局   オーバーフローしたというのが、すごく上の方から落ちているイメージを持

たれたかもしれませんが、通常行っているのが有効水位で５メーターから。

最大でも毎秒２００トンを出そうと思うと７メーターぐらいの水位になりま

す。今言いましたように、最高のところが８メーター３１センチ。 

通常行っております放流操作よりも少し高い位置でありますけど、ダムは水

が滑り落ちるようにができておりますので、１メーター程度高さが増えても

生態系への影響は考えられません。問題ないと考えております。 

委 員   水量は多い方ですか。 

企業局   水量は、それほど多くありません。三成ダムでは洪水流量の毎秒２１０トン

が、無害流量といいまして、下流にその水を流しても特に問題がない流量と

いうことです。 

それに対して今回は毎秒２０８トンです。だから、無害流量として決められ

ている２１０トンに対して最大２０８トンの放流を行っておりますので、大

きな問題はありません。 

企業局   自然への影響というよりも、大事なポイントをつけ加えますと、ダムの操作
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で放流をするというのは、基本的には昼間でしたら釣りをする人もいらっし

ゃったり、今、洗濯される人はいませんけど、川に人がいることもあって、

基本的に１時間以上前に、今から放流をしますという通報をして、サイレン

を鳴らしています。 

      そしてもう一つ、一番ポイントとなるのは、急速に下流の水かさが上がらな

いように放流するカーブが決められています。それに従って水を流していく

という操作規程があります。 

ただ、今回は、これほどの急激な雨量で流入量が増えるという予測ができな

かったこともありますが、下流への影響を非常に懸念する余り放流量を急増

させない操作を行いました。国土交通省としては、そのときにはダム本体の

ことを考えると、ただし書き操作で認められているとおり放流するべきだっ

たということです。そのとおりですが、やはり下流に対する意識は大事なこ

とです。 

ご案内の方もいらっしゃいますが、平成１８年の水害により、神戸川でお亡

くなりになる事故がありました。上流に来島ダムという、中国電力が管理し

ている発電のダムがあります。これも操作規程による操作でしたが、当時、

地域の方からはダムの放流操作で一気に水を出したのではないかという議論

がありました。 

特にダムを操作するときには下流部への影響も考えながら行うことになって

います。そういう中で今回のような事象が起きたということがあります。 

そういうことを常に意識をしながら行う規程にはなってます。 

委 員   放流時の通報体制はどういう形になっていますか。 

企業局   通報体制は、一般への周知、あるいは関係機関への周知で、両方とも決めて

おります。これはルール化されたものがあり、関係機関については、電話、

あるいはファックスというように決められております。 

一般への周知として、放流開始１５分前に５分間サイレン鳴らします。かつ、

警報車で周知すると決められております。 

委 員   そうすると、急激に雨が降ったという状況もあるかと思うのですが、管理体

制、あそこの事務所は無人ですよね。以前は人が常駐していたということで、

安来の方で監視をなさっているということですが、確かに災害というのは想
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像を絶した部分があるかと思うのですが、５メートルを超えてゲートを開け

始める必要があるとすれば、今までの体制でいいかどうかという問題を考え

なきゃいけないんじゃないかという気がします。 

      それと、視察に伺わせていただいたときにダムの下の方でちょろちょろ水が

漏れていて、あれは漏水じゃないかというような懸念もありました。実際に

この建設年数から見て非常に老朽化しています。耐震診断もして結果をシミ

ュレーションされるということですが、これはかなり厳格にやっていただき

たい。例えば福島の場合は、ため池が決壊して何人か地震のとき亡くなった

ようなケースもあります。 

危険を抱えながら運転するということは、やはり非常に問題があるという気

がします。厳格にダム自体の健全性を検討していただくということが大切じ

ゃないかと思います。 

企業局   ダムの管理体制と、ダムの健全性についてのご質問だったと思います。 

管理体制についても当然ルール化されております。管理体制の、どこに問題

があったかというところは現在検証を行っております。 

今は、操作規程上、注意報が発表された時点で予備警戒時という体制に入り

ます。それから警報が出た時点で洪水警戒時という体制に入ります。また内

規も持っております。例えば雨が降って流入量がある量になってきたら職員

をダムに向かわせるというものです。今回は水量が急激に増えてきたので、

その体制がどうだったかという検証を現在行っております。７月７日以降の

ダムの管理体制ついては、内規的に厳しい運用をしておりますが、それも検

証しながら進めていきたいと考えております。 

      健全性については、以前から安全性調査を行っており、問題ないとなってお

ります。ただ、阪神・淡路震災以降、近くの断層で考えられ得る最大の震度

での検証は今回初めて行いますので、その結果をまた皆さんにお知らせした

いと思います。 

委員長   いろいろご意見ございますが、時間の制約もありますので、次へ移ります。 

      平成２３年度公営企業会計決算の概要について、事務局から説明をお願いい

たします。 

〔事務局説明〕 
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委員長   ただいまの資料１のご説明について、ご質問、ご意見等ございましたらどう

ぞよろしくお願いいたします。 

委 員   各事業別にお願いしたいと思います。まず、電気事業会計、次は工業用水道

事業会計といったふうに順を追ってやっていただくようお願いします。 

委員長   はい、わかりました。 

      まず電気事業会計について、何か質問ございますでしょうか。 

委 員   ２ページの風力発電のところで、施設別の風力発電の赤字が５千７百万円ご

ざいました。江津と隠岐の分で、５千７百万円の内訳はいくらだったですか。 

企業局   ２ページの（２）の収益的収支の３つ目の黒丸のところの２つ目のところに、

風力発電は隠岐大峯山、江津高野山ともに表示がありまして、その下に隠岐

大峯山風力で１千８百万円とあります。 

委 員   わかりました。下に書いてあります。 

企業局   高野山が３千９百万円、合わせて５千７百万円ということです。 

委員長   風力発電で赤字が出るのは、これはどういう理屈ですか。 

企業局   発電量に沿って収入が入ってきますが、発電量が伸びませんと、その分収益

が上がりません。一方である程度一定の費用がかかります。ですから、目標

電力量に達しないとどうしても赤字が出てしまいます。 

企業局   計画を作るときに個別の収支見通しをお示しして議論いただいてると思いま 

すが、風力発電は実は当初から、若干、風が吹かなかったり故障もあって計

画どおりにはいってません。 

当初の計画どおりでも平成２６年度までは赤字ということを見込んでおりま

す。というのは、固定資産税相当見合いの市町村交付金がありまして、江津

市さん、それから隠岐の島町さんに平成２３年度５千万円ぐらい払っていま

す。これはどんどん低減していきますけど、最初のうちは高いものですから、

当初の計画から２６年度までは赤字だということです。 

      ただ、ＦＩＴ法、いわゆる固定価格買い取り制度が７月１日から既設分も対

応になりました。企業局も随分と要望活動しました。これにより１１月から

新しい単価に切りかわっております。 

具体的に言いますと、江津高野山１０円４８銭が１９円ぐらいになっていま
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すので、本年度から、通常の風が吹きますと黒字になる予定です。 

委 員   水力発電の供給する目標電力量、これは志津見が入ってますか？ 

企業局   はい、入っています。 

委 員   入って１１１％になるならいいですな。はい、わかりました。 

委 員   風力発電事業の目標電力量の平成２２年と２３年で、２３年の方が１割ぐら

い落とされた目標にされていたのは何か根拠があったのでしょうか。 

      ２３年の目標電力量は、２２年に比べたら減らされていて、それに対しての

供給電力量でパーセンテージが出てるので、それなら上がるので、あえてそ

の電力量の目標を下げられた根拠はなぜでしょうか。 

企業局   風力発電は全国どこも非常に苦戦をしております。もともとヨーロッパで始

まって、日本では乱流と雷との影響が随分出ています。風力発電の右の資料

でごらんいただきますように、設備稼働率という、これ風が吹けば発電する

状態、それから設備利用率、最大出力に対してどれだけ実際発電するかとい

う数値で、一般的に大体風力は２割と言われています。ただ、これも調査を

かけて隠岐などは２割以上出ていますけど、高野山の平成２３年度の実績設

備利用率が１８．３％となっています。 

今の経営計画を作るときに、目標の設備利用率が若干高過ぎて、これは民間

含めて、設備利用率がなかなか達してないこともあって、下方修正させてい

ただきました。この委員会でも多分お話をしていると思いますが、その影響

があって目標電力量が下がっております。 

委員長   それでは、次の工業用水道事業会計について、ご質問等お願いします。 

委 員   ２点ほど質問です。４ページの（１）の事業概要ですね。３つ目の黒丸で神

戸川工業用水道事業を一般会計へ移管した件です。このことと、１ページの

一番最後の下の（３）職員の配置状況で、右側の増減の定数内で三角（減）

４名となっておりますが、この一般会計へ移管したためにこの人数の移動が

生じたのかというのが一つの質問です。 

      ２つ目の質問ですが、なぜ一般会計へ移管したのか、何か基準があるのかと

いうことが２つ目の質問です。以上です。 

委員長   ２つの質問について、お願いいたします。 

企業局   まず１つ目の職員の４名減の理由が神戸川工水の一般会計の移管と関連して
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るかということですが、これは、斐伊川水道の建設が平成２２年度で完了し

たことに伴い、平成２３年度にかけて４名減ということです。 

神戸川工水は、給水の需要の見込みがないということで、専用施設もまだな

く、建設仮勘定でダムの水源費負担を行ってきただけで、これに特に人が張

りついているという状況ではありません。神戸川工水の一般会計移管とはリ

ンクはしておりません。 

委 員   もともと いなかったということ？ 

企業局   はい、そうです。 

      それと神戸川工水の移管、一般会計への移管はルール化があるのかというこ

      とですが、特にルールというものはありません。 

かねて監査の方からも、需要の見込みがないところでいつまでも水源費負担

を借入金で払っていくという状況はどうなのか、きちんと企業会計として整

理をつけなさいというご指摘もいただいておりました。 

      これは知事部局の方とも協議をして、その金利負担もどんどん出てきますの

で、この際起債の繰り上げ償還をして、その金利負担も軽減が図れるという

ことで、一般会計に管理をお願いするというものです。 

以前にも八戸川工水もやはり同じような状況で、かなりの水源確保しており

      ましたが、なかなか需要の見込みがないということで、これも一般会計に移

      管した経緯がございます。 

かなり政策的にこの工業用水道事業は進めてきたという経緯もありまして、

その辺多少企業局にも知事部局の方から配慮して貰ったというところです。 

一応水利権は確保したうえで、将来水需要が出れば改めてまた、企業局が受

けるのかどうかわかりませんが、その時点でまた考えましょうということで、

一旦一般会計の方で管理をしていただくということです。 

委 員   企業局というのは県の一部ですよね。単体として見れば、収益に近い   

      将来結びつく見込みがないので一般会計に移管した。こういうことでしょう

      か。要は県全体として見れば全く実態は変わってないということですね。 

企業局   はい、変わりません。県としてこれを行ったことの責任、説明責任は、これ

からも担っていくことは変わりません。 

先ほどご説明したように、今企業局で地方公営企業金融公庫から借りている



－7－ 

企業債のうち、高い金利のもの、４パーセント以上しかできませんが、繰り

上げ償還したいわけです。一番きっかけになったのは、事業を一般会計へ移

すと、地方公共団体金融機構で借りた企業債を返して良いといういうことが

ありました。 

県としては企業局が起債を返しても全部一般会計から負担をいただいて返し

てましたので、金利負担だけは県にとってメリットがあるだろうと思います。

ただ、責任は県としては担っていくということでございます。 

委 員   了解しました。もう一つ追加質問ですけど、どこからか指摘をいただいてお

って、こういうことになったということでしたけど、他に、一般会計に戻し

たらどうかという指摘があるような事業はこの中でございますか。 

企業局   八戸川工水とか今回の神戸川工水については、監査の方の意見もありました

が、現在、他の事業で企業局から知事部局の方へというのはございません。 

委 員   はい、わかりました。 

委員長   よろしいですか。 

      それでは、水道事業会計について何かご質問等お願いします。 

      （なし） 

宅地造成事業会計はいかがでしょうか。 

      今後もやはり企業局初の事業用借地契約というのは、何か見通しみたいなの

はございますでしょうか。 

企業局   本来的にはちゃんと買っていただきたいです。 

委員長   分譲ですね。 

企業局   分譲率を上げていくのが本来ですが、そういうことも言っておられません。

江島工業団地については分譲地があまり残っておりませんのでリースの対象

になっておりませんが、江津工業団地につきましては、対応していきたいと

考えております。 

委 員   太陽光発電のお話がありますが、宅地造成関係の土地で太陽光発電に利用し

たいという引き合いは今までございますか。 

企業局   江津の工業団地が分譲率約６０パーセントですので、どうだろうかという話

が若干ありました。それから江津工業団地では、未造成地を造成して使わせ

てもらえないかという話がありました。 
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去年も当委員会で、工業団地での太陽光はどうかということがありました。

これについては島根県として、分譲が進まなくてもやはり雇用が一番大事だ

ということでございます。 

特に石見地域も含めて雇用が減る中で、雇用を進めるために工業団地を造成

しており、太陽光発電は雇用見込みがないということで、県としては向かう

ことを今考えてませんし、企業局もその考えはありません。 

決定には至りませんが、江津工業団地も幾つか分譲の案件もありますので、

企業局としては江津工業団地での太陽光発電はお断りをしています。 

未造成のところの話がありましたが、造成するのに相当のお金がかかります。

他に随分と遊休地がありますので、そこでお考えになればということです。

地元の金融機関、特に合銀の地域振興部などとはいろいろな連携をとってい

ます。 

委 員   東北地方の災害に伴って、民間企業が地震の少ないところに移転をしたいと、

いう意向もかなりあるようです。東北地方の皆さんには大変気の毒ですけど

も、企業局としてもっとＰＲしてもいいのじゃないかという気がします。 

企業局   そういうＰＲをするのはどうかという声もある中ですが、分散が進んでいる

こと、分散を意識している企業はたくさんございます。なおかつ、韓国、中

国という外よりも、やはり日本国内でサプライチェーンを確保しておきたい

ということで、西日本に目が向かってることは事実です。 

去年は東京のセミナー、今年は大阪のセミナー、いわゆる企業誘致のセミナ

ーなどでも、社長さん方はそういう方向性を持っておられます。 

県内に去年進出した企業からは、選んだ理由としてやはり電力の安定性、そ

れから地震がない、そういう評価もいただいてます。 

それから江津市さんは、特に地震がないこと、それから島根県は原発を持っ

ていますが、原発からは距離もあるということも含めて、そういうＰＲを大

分していらっしゃいます。 

全国の地図に、気象庁が行っている、過去からの地震のプロットしたものを

お持ちになって、いかに島根県は少なく、特に江津周辺は少ないという話を

していらっしゃいますので、そういうＰＲはしていきたいなと思っています。 

委 員   もう１点伺います。今、一般会計へ移管という話が、工水の方でありました
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けど、江津工業団地でその話はどうでしょう。 

企業局   工業団地は企業局や土地開発公社が持っています。それから市町村がやって

いらっしゃるのがありまして、今のところまだ一般会計移管という話はござ

いません。 

これも政策的な判断で、私どもは企業局が持っていますが、基本的には商工

労働部とタイアップして雇用を増やしていくということだと思っています。

現実は、特に江津工業団地は借り入れも含めて一般会計からお金を出して貰

って返していますので、実質上は一般会計のようなものです。 

いろいろなＰＲの仕方をしたり、いろいろ動くときに企業局が持っていれば、

機動的にできる部分もありますので、江島と江津については企業局で当面頑

張っていきたいと思っています。 

委員長   それでは、２つ目の議事、島根県企業局経営計画の取り組み実績について、

事務局から説明をお願いいたします。 

 

〔事務局説明〕 

 

委員長   ただいまの説明内容について、ご意見、ご質問をお願いします。 

委 員   大峯山の落雷による損傷ということが載っていますが、例えば保険とか掛け

ておられるのでしょうか。 

企業局   保険を掛けております。従いまして、１００％が出ていくお金、それに対し

て保険金として一部入ってくるお金があります。 

委 員   健全経営の確保というところですが、飯梨川工水とか飯梨水道においても人

件費などの削減があり、先ほど額を言っていただいたのですが、例えば職員

１人当たりの営業収益がどれぐらいだったという表し方というのは難しいの

でしょうか。その方が何人でどうっていうよりは健全経営の確保であれば、

わかりやすいのかなという気がします。 

企業局   １人当たりの営業収益という指標を作ったらどうかということです。 

そういうことも考えられますが、収支のところでご説明していたとおり、例

えば水道事業ですと収入が殆ど伸びる要素がなく、一定程度になります。そ

れと、風力発電についても、営業によって伸びるものが少ないということで
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すので、一つの目安としてそういうことも検討はいたしますが、なかなか難

しいということがございます。 

そこでコスト削減という数値目標を掲げております。もちろん人件費につい

ても、いろいろなことを考慮しながら削減していくというところです。 

委 員   経営計画の３番目に関係すると思います。風力発電の地域への地域活性金に

ついて、新聞報道で企業局が支払われるということを読みました。これは例

えば江津市とか隠岐に払われるのでしょうか。風力発電の設置が続く限りは

ずうっとされる、期間のないものでしょうか。地域にとっては非常にありが

たいことだとは思いますが、稼働率が低かったりするところにこういうお金

が出るということはどうなのか、詳しくご説明いただくと喜びます。 

企業局   地域活性化ということで今回計画しました。高野山では９基建てています。

風車が建っているそれぞれのところから約１キロの範囲を設定しました。こ

の面積の中に浜田市下有福も入ってきますので、江津市と浜田市となります。

それから隠岐の島町に支払います。 

      支払う額の算定については、水力発電所の地域に支払われる電源三法交付金

というのがあり、これをもとにして計算しました。これは実績の発電量に対

して１キロワットアワー当たり０．０５９円です。実績の発電量にこれを掛

けて総額を出して、その面積按分したものを支払うことにしております。 

稼働率は確かに低いですけど、金額的には見られたとおりで、隠岐について

はそんなに大きな額ではありません。 

予定している耐用年数間これについて総額を設けて支払います。 

企業局   基本的には市町村が主体にされる事業に対して、企業局が支援をするという

形です。一部県が支出するという報道がありますが、企業局は、電力会社と

同じような形で事業者として判断しました。背景には、隠岐が最初平成１６

年から、それから高野山は平成２１年２月から、先駆的、先導的に風力発電

を行っております。地域の皆様とはご理解もいただきながら、また、いろい

ろ騒音等で変な音がするとかいろいろ苦情や、電話もしょっちゅういただき

ながら、地域の方と一緒に歩んできています。 

原発には、立地交付金がありますしそれから水力も市町村に交付金がありま

すが風力には何もありません。 
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意見交換会も何回かさせてもらう中で、自分らはある面で応援してるし回っ

てないと不安だけども、ここにできているのだから前向きに考えたいという

意見もございます。例えば柿本人麻呂のことでやりたいけど、何かできない

だろうかという話を、江津市と企業局で一緒にいる場で言われたりしました。

それから私も出かけている中で、防犯灯が必要な暗い所もありまして、そう

いう話があったときに江津市さんが事業として行い、そのお金は企業局でみ

てくれるかという話がございました。 

そういう中で、これからも皆さんと一緒に歩んでいかなきゃいけないという

ことで、江津市さん、浜田市さん、隠岐の島町がされるならということで計

画しました。 

      もう一つ、固定価格買取制度が始まり、風力も今までよりも倍ぐらいの単価

となります。今後使い道についても県全体で再生可能エネルギーを考える際

に、やはりもとから風力をずっと一緒に歩んできた地域の方に対して、何か

できることがあるかという考えで事業者として計画したものです。 

委 員   先ほどの意見に関連する質問です。 

やはり労働生産性など経営分析上の指標の比較表は出していただいた方がわ

かりやすと思います。 

私たち、末端の水道事業者は当然労働生産性などの経営分析などをしていま

す。このような分析が県の今の用水供給事業に合うか合わないかはわからな

いですが、説明上は、一人あたりの労働生産性、給水収益はどうなのか、他

用水供給事業と比較してどうなのか。 

出来ることなら分析を行っていただき、出していただいた方がいいと思いま

す。 

企業局   大事な視点でございまして、民間企業なら当たり前だという感じがします。

ご意見のとおりですが、企業局が行っております事業の中でも、人件費の支

払いの形態は普通の企業会計であったり、企業であったり、それから松江市

さんの水道局のように単一じゃございません。 

電気事業は問題になっていますが、電力会社と同様に総括原価という形で電

気料金を計算します。今のところ企業局も中国電力に対してこういう経費が

かかる、これだけの人件費がかかるということで買い求めていただく単価を



－12－ 

決めるという総括原価方式で行ってきたものですから、企業局全体の中では、

他の事業に影響をなるべく少なくするために電気事業が基本となって人の張

りつけをしていることがあります。今まで電気はそれで買い取っていただく

ということでございました。 

裏返しますと、宅地造成とか人をつけておらず、水道はつけていますが、工

業用水はそんなに人をつけておりません。水道とか工業用水も恐らく松江市

さんや水道単体でされているところと比べると、斐伊川もそうですけど、電

気と一緒にすることで、人数的にはできる限り効率的に抑えられているとい

うことがあります。 

視点としては大事ですしできる限りと思いますが、背景には、企業局が４事

業合わせて行っているということの効率性もあるということだけお話をして

いきたいと思います。よろしくお願いします。 

委員長   それでは、いろいろな意見がありましたが、時間の制約もございますので、

３つ目の議事、再生可能エネルギー導入に係る企業局の取り組みについて、

事務局からご説明をお願いします。 

 

〔事務局説明〕 

 

委員長   ただいまのご説明について、ご質問、ご意見等よろしくお願いいたします。 

委 員   対象発電所の概要の中で、５つの発電所の買い取り価格が１６円７１銭とか

１９円６５銭となっていますが、これはどうして違うんでしょうか。 

企業局   新たに作る施設でしたら規模によって決まっておりますが、既存の発電所に

ついては、建設に際し補助金が入っており、その部分を控除した額で国の方

で計算された価格になっております。ちなみに風力発電でしたら、新設で２

０キロワット以上は２２円となっておりまして、水力発電では、これに該当

する２００キロワット以上１，０００キロワット未満で２９円、１，０００

キロワット以上で２４円という単価になっております。 

ですから、補助金部分が若干減額された単価になっています。 

委 員   はい、わかりました。それともう１点、増収見込みが３億５千万円、これ今

と比較するとどれぐらい増えるものですか。 
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企業局   大体風力発電２カ所で２億円程度、志津見発電所で１億円程度、勝地、八戸

川第三発電所で５千万円程度現在より収入が増えるという見込みです。 

委 員   今１５億ですので、幾らになるかということをおっしゃっていただきたい。 

企業局   トータルで今１５億円程度の収入でございます。 

委 員   それが１８億円前後。 

企業局   ３億円程度増えるので、２０パーセントぐらい増えるということです。 

委 員   わかりました。 

委 員   江津浄水場の太陽光発電ですが、約２億円事業費かかって２０年間で５千４

百万円、これはペイはできませんね、施設整備しても。 

企業局   太陽光発電の投資額１億９千２百万円です。２０年間で利益が５千４百万円

です。毎年２７０万円ぐらいの利益が見込めます。 

委 員   この関連ですけど、２億円の事業費で収支が２７０万円ですね。２億円で２

７０万円ということは利回りにすれば１．３５パーセントですか。何か直観

的にものすごい低いですね。株はリスクがありますが、株の利回りはもう多

分１．５～１．６パーセントでしょう。国債は１０年物、２０年物買って、

最近は１．５，６パーセントですよね。国債買った方がこの２億円のお金を

つぎ込むのなら全くのリスクがない。これだったら恐らく想定外のいろんな

修繕費とか、あるいはだんだん発電効率が落ちてきますよね、年月が経るに

従って。そんなこと考えて、このわずか１．数パーセントの利回りの儲けの

ためにこの事業費を突っ込む意義があるのですか。 

企業局   非常にかた目に見込んでおります。太陽光発電のパネルの値段も中国製など

いろいろあります。それから発電効率もいろいろなものがありまして、今そ

の検討をしようと思っています。まずパネル単価が１キロワット当たり３０

万円だったり５０万円、６０万円といろいろあります。 

支出の面ではちょっとかた目、割と費用かかるように見ていますし、収入は

非常にかた目に見ておりまして、実際はもう少し出るだろうと思っています。

この目的ですが、もちろん運用だったら現金で持って国債の利回りという話

があります。 

企業局は基本的に再生可能エネルギー、風力と水力ありますが、太陽光を全

面的にやっていくというよりも、江津は、非常に日照時間等で非常にいい所
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で、ここで広く公開をしていきたいということです。 

風力も今回いろいろ議論になりましたが、民間事業者はどれぐらい発電して

いるか、全くオープンにされていません。企業局は公営ですから、これだけ

故障もあるとか、稼働率もお示しをしていますが、これも一つの公営企業の

務めだと思っています。同じように太陽光発電もご案内のように、１０年た

ったらどうなるのかとか、発電効率が落ちるのか。それから民間で家へ設置

しておられる所は予定したほど発電しないとかいろいろあります。 

企業局としてもそういうかた目で見込んだ中で向かっていきながら、状況を

オープンにしていきます。なおかつ、江津でこれができますと、太陽光、そ

れから水力、風力がみな揃います。 

今でも視察・見学、県外からも多いですし、子供たちが多く来ていますが、

そういう意味では広く知らしめていくという方向が一つの目的でございます。

赤字が出ないようにしっかり頑張っていきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

委員長   そのほか何かございませんか。 

委 員   岡山県の企業局さんがされている太陽光発電の事例が載っていますけど、い

つから始められているんですか。 

企業局   平成１７、１８年頃からです。 

委 員   ５年間分ぐらいの実績というのは出ていますので、それの比較として、全然

土地が違いますが、一応数字的なものがわかれば出していただくと参考にな

ると思います。 

      平均設備利用率として１２．７パーセントが出ていますが、太陽光発電とし

てはこのぐらいの数字が妥当なものですか。 

企業局   岡山には実は視察も行きましたし情報もとってます。岡山は、ＮＥＤＯとい

う国の外郭機関が行った調査事業として行っていまして、浄水場の施設の上

を有効利用しています。ここは効率は非常にいいということでございます。

それから、風力はやっぱりトラブルがあって職員も苦労したり業者も相当何

回か手をかけており、修繕費もかかっていますが、岡山の例はメンテナンス

も全くかからないということです。それから瀬戸内海ですから非常に日照時

間も良いということですが、江津も引けをとりません。 
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ＮＥＤＯのホームページを見られますと、各地域の太陽光発電の見込みが出

るようになっています。各地域によってやはり発電の効率が違いますが、江

津・浜田地域は非常に良い、瀬戸内海に引けをとらないぐらいです。 

ここもＮＥＤＯが出している数値をもとにすると１２．７パーセントです。

先ほど風力の設備利用率が２０パーセントと言いましたけど、太陽光は大体

設備利用率１０から１１パーセントぐらいですから、非常にいい発電効率を

見込んでいます。 

全てこういう計画をしたものがどうなっているかを、またお知らせをするこ

とになりますが、そういう背景のもとにこの事業を判断したものです。 

委員長   説明のありました議事の１から３までを通して何かご意見、ご質問ございま

したらもう一度振り返ってお願いしたいと思います。 

委 員   小水力発電の可能性調査というのは、これはどういった具体的調査をなさっ

て、どういうスケジュールで進めていかれるんでしょう。 

企業局   小水力発電は、島根県内では１０カ所、ＪＡ、それから市町が行っておられ

るところがあり、稼働年数が長く老朽化しています。こういうところに技術

的支援ということも考えております。 

それは、今からＦＩＴの適用になるためにはこうすればいいですよとか、あ

るいは今後の運用管理のところで何かお困りなことに対して、企業局がお手

伝いできないかとかいうような技術的支援です。 

それから企業局の既設の発電所についても、ＦＩＴの適用可能性を考えてい

るものもございます。 

委 員   新規はない？ 

企業局   企業局としては、新規はございません。県自体は新規です。 

県自体としては、８０カ所の可能な地点が市町等から上がってきており、そ

のうち２０カ所有が望な地点として考えておられます。 

委員長   小水力発電の可能性の調査というところのご質問でした。 

      そのほか、全体通じて何かご質問等ございましたらお願いします。 

よろしゅうございますか。 

      今日はたくさんいろいろご意見いただきましてどうもありがとうございまし

た。順調に企業局の経営運営をされていること、努力されていること、ご説
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明していただきましたし、それから島根の強みを発揮されて運営に当たって

おられること、そして再生可能エネルギー、太陽光発電等について、今後打

って出るということをご説明していただき本当にありがとうございました。 

      その他で何か質問、意見等ございませんか。よろしいですか。 

      企業局におかれまして、委員のご意見について十分ご検討をいただき、今後

の企業局の業務運営に生かしていただきたいと思います。 

      時間も参りましたので、本日の議事を終了したいと思います。 

委員の皆様方には議事進行にご協力いただきまして本当にありがとうござい

ました。 


